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2008 年度日本国際経済法学会理事会議事録 
 
日時 2008 年 11 月 1 日（土）12:30－14:00 
場所 青山学院大学第 13 会議室（ガウチャー・メモリアル・ホール 5 階） 
 
出席者 
阿部克則 荒木一郎  江藤淳一  柏木昇  川島富士雄 川瀬剛志 
木棚照一 久保田隆 小寺彰 佐分晴夫 清水章雄 須網隆夫 
瀬領真吾 泉水文雄 平覚 出口耕自 道垣内正人 内記香子 
中川淳司 根岸哲  稗貫俊文 福永有夏 間宮勇 村上政博 
森下哲朗 山根裕子 山部俊文（27 名） 
 
委任状 
石黒一憲 位田隆一 岩沢雄司 佐野寛 高杉直 野村美明 
早川吉尚 舟田正之 山内惟介 横川新（10 名） 
 
理事・監事以外の出席者 
竹下啓介（庶務副主任） 
 
１．定足数の確認 
 委任状を含め、定足数が満たされていることが確認された（規約第 16 条第 3 項により理

事の 3 分の 2 が定足数）。 
 
２．2007 年度理事会議事録の承認 
 2007 年度理事会・総会議事録（案）につき、異議なく了承され、確定された。 
 
３．会員の異動 
 6 名の入会が承認され、総会の承認を求めるべく提案することとされた。また、13 名の

退会（逝去者１名、資格喪失者 4 名を含む）について了承された。 
 
※ただし、後日、資格喪失者のうち、1 名が未納会費を完納したため、理事長の判断により、

会員資格を継続することとなった。 
 
４．2007 年度決算案 
 2007 年度決算案が異議なく承認され、総会の承認を求めるために提出されることとされ

た。 
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５．2009 年度予算案 
 2009 年度予算案が異議なく承認され、総会の承認を求めるために提出されることとされ

た。 
 
６．次期の理事・監事の選出方法 
 「役員選出方法に関する申し合わせ」（2005 年 10 月 29 日役員会承認）について、推薦

委員会の委員長は理事長が指名すること及び推薦委員会の審議方法について改正を行った

上で、次期の理事・監事の選出方法とすることが、了承された。 
 
７．学会の将来像（将来ビジョンワーキンググループ） 
 将来ビジョンワーキンググループの答申である「日本国際経済法学会の活性化に向けて」

の内容が紹介された。また、同答申に対するパブリックコメント（4 件）について、紹介さ

れた。そして、これらの意見を活用しつつ、学会の活性化を図ることが了承された。 
 
８．20 周年（又は 25 周年）記念事業検討ＷＧの設置 
 学会の 20 周年（又は 25 周年）を記念する事業を検討するためのＷＧの設置について提

案があり、異議なく了承された。なお、ＷＧの人選については、理事長に一任することと

された。 
 
９．次期研究大会 
 研究運営委員会主任より、2009 年度の研究大会につき、開催校が甲南大学の予定である

ことが報告された。また、日程については、他学会の学会開催日等を勘案しつつ、開催校

と調整の上、決定することが報告された。 
 
１０．日本国際経済法学会年報の編集 
 編集委員会主任より、第 17 号の刊行について、報告された。 
 また、論文の査読要領について提案があり、異議なく了承された。 
 また、現在法律文化社に預かってもらっている学会が所有している学会誌の在庫につい

て、配布を希望する会員に送料実費で配布した上で、残部を処分することが提案され、了

承された。 
 
１１．その他 
 (1) 会員名簿の学会ウェブサイトでの公開 
 学会の会員名簿に関し、会員の名簿を当学会が運営しているウェブサイト（ただし、パ

スワードを入力しなければ、閲覧できないもの）に掲示すること、掲示する内容は氏名・
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所属・地位・専門分野・e-mail（e-mail については不開示の希望があった会員については、

掲載しない）とすることが、提案され、異議なく了承された。 
 
 (2) 研究大会開催の簡素化 
 「研究大会開催に係るロジスティックの簡素化について」（案）が提案され、了承された。 
 
 (3) 傍聴の承認 

2008 年度研究大会の傍聴の許可について、庶務主任に一任することが了承された 
 

以上 
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2008 年度日本国際経済法学会総会議事録 
 
日時 2008 年 11 月 1 日 14：00～14：30 
場所 青山学院大学総研ビル 12 階大会議室 
 
１．定足数の確認 
 委任状を含め、定足数が満たされていることが確認された（規約第 15 条第 3 項により会

員の 4 分の 1 が定足数。）。 
 
２．決議事項 
 (1) 新入会員の承認 
 (2) 2007 年度決算案の承認 
 (3) 2009 年度以降の活動方針の承認 

(4) 2009 年度予算案の承認 
(5) その他 

 
 理事長から、規約第 6 条に基づき、理事会の承認を得た(1)について説明の上、総会に諮

られ、全員一致、これを承認した。 
 理事長から、規約第 20 条に基づき、監事の監査を受け理事会の承認を得た(2)について説

明の上、総会に諮られ、全員一致、これを承認した。 
 理事長から、理事会からの(3)に関する提案（今後の学会のあり方について検討を行うた

めに、若手理事を中心とするプロジェクトチームを立ち上げること）について説明の上、

総会に諮られ、全会一致、これを承認した。 
 理事長から、規約第 19 条に基づき、理事会からの提案である(4)について説明の上、総会

に諮られ、全員一致、これを承認した。 
 その他(5)として、庶務主任から①会員名簿の学会ウェブサイト上での公開、②研究大会

開催の簡素化、③学会誌在庫の処分について説明の上、総会に諮られ、全員一致、これを

承認した。 
 
３．報告事項 
 理事長から、理事会で審議されたその他の事項について報告があり、全員一致、これを

了承した（理事会議事録参照。）。 
 

以上 
 
 



日本国際経済法学会2007年度決算(案)
2007年4月1日"-'2008年3月31日

I 収入の部

費目 予算額 収入額 差異
1.学会費 ￥2，600，000 ￥2.922.000 警322，000
2.学会傍聴者聴護費 ￥5，000 ￥18.00Q ￥13.000 
3.学会誌売上 Y20.000 ￥16.212 
4.利息等収入 ￥10 ￥3，550 ￥a，540 
5.著作権料 ￥72.00Q 事101.80Q ￥32.800 
6.その他 ￥O ￥0 ￥0 
当期収入合計 警2，697，010 事3，064，562 ￥367.552 
前年度繰越金 平~J14_2.256 ￥3，726，509 ￥284.253 
収入合計 ￥6，139，266 」一一 ￥6，791，071 Y651.805 

E 支出の部

費目 予算額 支出額 差異
a.大会関係

1.大会開催援助費 ￥400，000 ￥300.000 ￥100.000 
2.非会員報告者交通費 事50.000 ￥54.080 
3.プログラム印刷費等 ￥30，000 ￥25.083 ￥1._917 

b.学会誌関係
4.学会誌買取費(会員配布用) ￥1，056，000 ￥1，309，210 
5.出版手数料 ￥400，000 ￥400.000 ￥0 
6.雑誌梱包費・送料 平64，000 警32.501 ￥31.499 

C.委員会関係

を7.含編む集)委員会費(旅費・通信費 事120，000 ￥O ￥120，000 

信8.費研を究含運む営)委員会費(旅費・通 ￥200，000 ￥140，872 ￥59，128 

d.執行部・庶務関係
9.執行部会議費 ￥5.000 ￥0 ￥5，000 
10.執行部旅費 事150.000 ￥77，440 ￥72.560 
11.通信費 ￥100.000 干46，485 ￥53.515 
12.消耗品費 ￥30.000 ￥7，843 ￥22，157 
13.アルバイト代 ￥100.000 ￥10，000 ￥90.000 
14. 会費徴収手数料 ￥47，500 ￥49，245 
15.整 費 事5.000 ￥1，050 ￥3.950 
16.予備費 警5，000 ￥20.000 
当期支出合計 ￥2.762.500 ￥2，473，809 ￥288，6_91 
次年度繰整金 ￥3，376，766 ￥4，317，262 
合計 ￥6，139，266 草6，791，071

監査の結果、上記の決算報告を正当と箆めます。

2008年 7 月 4 日

監事似*使印

監事令升コ賃制印
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